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い
よ
い
よ
２
０
２
４
年
に
突
入
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
新
た
な
抱
負
を
胸
に
抱
き
、
思

い
思
い
に
過
ご
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
パ
リ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り

ま
す
ね
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
２
０
２
０

年
開
催
が
1
年
繰
越
し
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
「
も
う
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ
ヤ
ー
？
」

と
い
う
気
分
で
す
。
パ
リ
大
会
で
は
、
新
種

目
の
ブ
レ
イ
キ
ン
（
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
）
や

注
目
の
追
加
競
技
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
種
目
も
内
容
も

開
催
の
た
び
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
歴
史

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
も
よ
り
新
味
あ
る
も

の
に
変
革
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

物
流
業
界
も
さ
ま
ざ
ま
な
革
新
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
法
案
に
よ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に
上
限
が
課
さ
れ
る

こ
と
な
ど
で
生
じ
る
「
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
」
や
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
深
刻
な
人

手
不
足
、
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
な
ど
、

山
積
み
の
課
題
へ
対
応
す
る
た
め
、
組
織
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
変
革
す
る

よ
う
な
自
動
化
・
省
力
化
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
・
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
・
進
化
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

変
化
す
る
社
会
に
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
な

く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
課
題
解
決
を
図
っ
て

い
く
。
物
流
業
界
だ
け
で
は
な
く
、
業
種
を

超
え
て
手
を
取
り
合
い
、
共
に
歩
い
て
い
く
。

ま
た
、
脱
炭
素
・
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献
や

強
靭
で
持
続
可
能
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
構

築
・
進
化
に
よ
っ
て
地
球
に
や
さ
し
い
世
界

を
創
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
て
い

く
２
０
２
４
年
は
明
る
い
未
来
へ
の
試
金
石

と
な
る
で
し
ょ
う
。

２
０
２
４
年

進
化
す
る
物
流
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三
浦
半
島
の
中
心
に
あ
る
横
須
賀
は
、

古
く
か
ら
海
運
の
港
と
し
て
開
か
れ
、

鎌
倉
〜
室
町
時
代
に
は
浦
賀
地
区
や
深

浦
地
区
が
港
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
走
水
地
区
は
房
総
半
島
へ
渡
る

港
だ
っ
た
。
走
水
か
ら
対
岸
に
見
え
る

千
葉
県
富
津
市
ま
で
は
約
７
キ
ロ
の
距

離
で
、
そ
の
間
の
海
峡
は
「
浦
賀
水

道
」
と
呼
ば
れ
る
。
東
京
湾
の
入
り
口

で
あ
り
、
要
衝
で
も
あ
る
た
め
、
江
戸

時
代
に
は
浦
賀
に
奉
行
所
が
置
か
れ
た
。

そ
の
浦
賀
に
、
ペ
リ
ー
率
い
る
ア
メ
リ

カ
の
軍
艦
４
隻
が
来
航
し
た
の
は
１
８

５
３
（
嘉
永
６
）
年
の
こ
と
だ
。
三
浦

半
島
の
先
端
に
あ
る
城
ヶ
島
沖
で
ア
ワ

ビ
漁
を
し
て
い
た
漁
師
が
、
黒
い
煙
を

吐
く
大
き
な
塊
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
向
か

っ
て
く
る
の
を
目
撃
し
、
驚
き
、
慌
て

て
浦
賀
奉
行
所
の
出
張
所
に
駆
け
込
ん

だ
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ペ
リ
ー
来
航
を
き
っ
か
け
に
、

江
戸
幕
府
は
鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
大
き

く
方
向
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

欧
米
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
、
軍
艦
の

建
造
に
と
り
か
か
り
、
そ
の
た
め
の
造

船
所
建
設
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
に
協
力

を
求
め
た
。
建
設
地
は
地
形
や
水
深
な

ど
か
ら
横
須
賀
に
決
ま
っ
た
。

　
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
横
須
賀

造
船
所
の
第
１
号
ド
ッ
ク
が
完
成
。
当

時
の
大
日
本
帝
国
海
軍
の
横
須
賀
鎮
守

府
が
置
か
れ
、
横
須
賀
港
は
海
軍
の
近

代
化
を
支
え
る
最
重
要
拠
点
と
な
っ
て

い
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま
で
多

く
の
軍
艦
が
こ
の
地
で
建
造
さ
れ
た
。

　

戦
後
、
横
須
賀
の
港
湾
施
設
は
米

軍
に
接
収
さ
れ
、
修
理
工
場
と
し
て

使
用
さ
れ
た
。
現
在
も
、
米
海
軍
と

海
上
自
衛
隊
が
艦
船
基
地
を
置
く
軍

港
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
続
け
て
い

る
。
そ
ん
な
横
須
賀
港
を
海
上
か
ら

見
学
す
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
軍

港
め
ぐ
り
」
と
い
う
民
間
の
遊
覧
ツ

ア
ー
も
あ
り
、
観
光
客
ら
に
人
気
だ
。

　

一
方
、
米
軍
や
自
衛
隊
以
外
の
港
湾

施
設
は
横
須
賀
市
が
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
。
追
浜
地
区
か
ら
野
比
地
区
ま
で

海
岸
線
延
長
約
61
キ
ロ
の
港
湾
区
域
か

ら
な
り
、
そ
の
間
に
計
13
地
区
の
港
が

あ
る
。
そ
れ
ら
13
地
区
の
総
称
が
現
在

の
「
横
須
賀
港
」
だ
。
日
産
自
動
車
株

式
会
社
の
専
用
埠
頭
が
あ
る
港
や
フ
ェ

リ
ー
航
路
が
あ
る
港
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
を
持
っ
た
利
用
が
さ
れ
て
い
る
。

ペ
リ
ー
来
航

開
国
︑そ
し
て
造
船
所
建
設

戦
後
の
横
須
賀
港

﹁
軍
港
め
ぐ
り
﹂が
人
気

近代化を支えた
東京湾の要衝、横須賀港へ

江戸時代、ペリー率いる軍艦４隻が横須賀の浦賀に来航したことで
日本の歴史は大きく転換した。

横須賀の港には軍艦を建造するための造船所が造られ、
日本海軍の近代化を支えた。

現在も交易・観光などさまざまな側面を持つ横須賀港を巡ってみた。

横須賀市を代表する公園「三笠公園」。世界三大記念艦の一つ「三笠」が保存・展示されており、東郷 平八郎の像も立つ。
参考資料：「神奈川の教科書」（企画・編集：情報メディア編集部・内山 弘美 JTBパブリッシング刊）「神奈川のトリセツ」（編集：昭文社編集部・田口 学 昭文社刊）

Chapter 1 ： 概要と歴史

0405



　

島
国
の
日
本
は
、
港
が
物
流
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
海
外
と
の

貿
易
で
は
輸
出
入
貨
物
の
99
・
６
％

（
重
量
ベ
ー
ス
）
を
船
舶
が
運
ん
で
い
る
。

国
内
貨
物
の
輸
送
量
で
は
自
動
車
が
約

50
％
、
船
が
約
40
％
、
鉄
道
が
約
5
％

と
な
る
が
、
輸
送
距
離
が
５
０
０
キ
ロ

以
上
に
な
る
と
船
の
割
合
が
50
％
を
超

え
、
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で

は
約
80
％
が
船
で
の
輸
送
と
な
っ
て
い

る（
２
０
１
７
年
実
績
）。物
流
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
国
内
各
地
の
快
適
で
安

心
な
暮
ら
し
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
温
暖
化
な
ど
地
球
の
環
境
問

題
が
注
目
さ
れ
る
中
、
よ
り
環
境
負
荷

の
小
さ
い
輸
送
手
段
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
船
舶
・
鉄
道
へ
と
転
換
し
て
い
く

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」
を
国
土
交
通
省
も

推
進
し
て
い
る
。
運
搬
時
の
Ｃ
Ｏ
²
排

出
量
で
比
べ
る
と
、
船
舶
は
ト
ラ
ッ
ク

の
約
5
分
の
1
と
な
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
４
年
か
ら
の
働
き
方

改
革
関
連
法
適
用
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
務
改
善
の
対
応
が
必
要
と
な

り
、
長
距
離
運
転
を
回
避
で
き
る
フ
ェ

リ
ー
輸
送
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
致

す
る
。
貨
物
の
転
換
拠
点
の
集
約
化
、

交
通
事
故
リ
ス
ク
や
車
両
維
持
コ
ス
ト

の
低
減
に
も
つ
な
が
り
、
多
角
的
に
見

て
も
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と
そ
の
拠
点
と

な
る
港
の
役
割
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
。

　

横
須
賀
港
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
貨
物
が

運
ば
れ
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
特
徴
の
一
つ
は
追お

っ

浜ぱ
ま

地
区
に
日
産

自
動
車
追
浜
工
場
が
あ
り
、
港
に
日
産

自
動
車
株
式
会
社
の
専
用
埠
頭
が
あ
る

こ
と
だ
。
追
浜
工
場
で
は
ノ
ー
ト
や

リ
ー
フ
な
ど
の
人
気
車
種
が
製
造
さ
れ

て
い
る
。

　

日
産
自
動
車
株
式
会
社
は
福
岡
県
に

も
主
力
の
九
州
工
場
を
持
ち
、
追
浜
工

場
と
の
間
で
は
日
々
、
自
動
車
部
品
な

ど
が
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
九
州
工
場
の

専
用
埠
頭
は
苅か

ん

田だ

港
（
福
岡
県
京
都
郡

苅
田
町
）
に
あ
り
、
そ
の
関
東
と
九
州

を
結
ぶ
「
大
動
脈
」
の
輸
送
手
配
を

担
っ
て
い
る
の
が
株
式
会
社
バ
ン
テ
ッ

ク
港
運
事
業
部
海
上
輸
送
課
だ
。
事
業

所
は
追
浜
地
区
の
日
産
自
動
車
専
用
埠

頭
の
中
に
あ
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
ヘ
ッ
ド

11
台
、
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
５
８
０
台
を
保

有
し
て
い
る
。

　

輸
送
船
は
日
曜
を
除
く
週
6
日
、
毎

日
夜
間
に
追
浜
専
用
埠
頭
を
出
港
し
、

翌
々
日
の
早
朝
に
苅
田
港
に
着
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
。
当
日
に
集
荷
し
た
貨
物

を
そ
の
日
の
う
ち
に
船
積
み
し
、
出
港

す
る
。
到
着
地
で
は
午
前
中
に
受
け
取

る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

一
方
、
関
東
―
九
州
間
の
大
動
脈
に

対
し
、
関
東
圏
内
の
物
流
で
日
産
自
動

車
追
浜
工
場
の
生
産
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
の
が
、
株
式
会
社
バ
ン
テ
ッ
ク

セ
ン
ト
ラ
ル
関
東
営
業
部
追
浜
営
業
所

だ
。
追
浜
工
場
の
ま
さ
に
「
門
前
」
に

営
業
所
が
あ
り
、
倉
庫
も
保
有
し
て
い

る
。

　

こ
こ
で
は
少
量
貨
物
を
物
流
セ
ン

タ
ー
に
集
約
し
、
在
庫
と
し
て
保
管
す

る
こ
と
な
く
す
ぐ
さ
ま
積
み
替
え
を
し

て
納
入
先
に
輸
送
す
る
「
ク
ロ
ス
ド
ッ

ク
」
方
式
と
、
1
台
の
車
両
が
複
数
の

部
品
メ
ー
カ
ー
を
巡
回
し
貨
物
を
集
荷

す
る
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
」
方
式
の
調
達
物

流
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
顧
客
に
代

わ
っ
て
貨
物
の
受
け
入
れ
か
ら
倉
庫
で

の
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
在
庫
管
理
、
出
荷
や
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
検
品
や
組
み
立

て
、
荷
姿
転
換
な
ど
、
納
入
業
務
を
一

括
で
請
け
負
う
納
入
代
行
も
行
っ
て
い

る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
、
き
め
細

や
か
な
対
応
で
物
流
に
付
加
価
値
を
加

え
る
の
が
バ
ン
テ
ッ
ク
セ
ン
ト
ラ
ル
の

強
み
だ
。

　

ペ
リ
ー
来
航
で
歴
史
の
大
き
な
舞
台

と
も
な
っ
た
横
須
賀
の
港
。
こ
れ
か
ら

も
時
代
の
変
化
と
と
も
に
そ
の
役
割
も

進
化
し
、
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

カーナビやスピーカーなどの検査も請け負っています
　バンテックセントラル 関東営業部 追浜営
業所の最大の特徴は、日産自動車追浜工場
の目の前に立地することだ。取り扱い貨物の
大半も自動車部品関係となる。エンジンその
ものやボディパーツ・ネジなど、大きさも形も素
材もまったく異なるものばかりだ。ドライバーは
ベテラン揃いでそれらを安全に積み込み、確
実に顧客の元へ届けている。
　また、「納入代行」も得意な業務として請
け負っている。顧客からのリクエストに応じ
て、車に搭載するスピーカーがきちんと鳴るか
どうか、音質も含めて全品を実際に鳴らして
検品したり、カーナビの動作チェックなどを
行っている。時には電動工具を使った製品

組み立てを行うこともある。一点ずつ、規定ど
おりにできているか検査器のチェックをとおし
ながらの作業となる。
　同営業所の北川 和也所
長は「一人の従業員に同じ
作業をずっと担当してもらうの
ではなく、多能工化を進めて
います。若い世代の従業員も
入社してきており、オールマイ
ティに活躍してもらっていま
す」と話す。
　「物流といっても、ただ物を
運ぶだけではありません。そこ
にお客様に満足していただけ

株式会社バンテックセントラル 関東営業部 追浜営業所

住所	 神奈川県横須賀市
 夏島町2873-15

電話	 046-865-8371

従業員数	 約170名

車両台数	 114台
  （営業車・トラック・トラクターヘッド・
 トレーラ・フォークリフト）

DATA

バンテックセントラル 追浜営業所長の
北川 和也さん

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に

関
東
―
九
州
大
動
脈
で

自
動
車
部
品
輸
送
を
支
え
る

環
境
に
や
さ
し
い

海
上
輸
送
の
時
代
へ

横須賀港の特徴は「やはり軍港があることです」と門脇さん。「『YOKOSUKA軍港めぐ
り』に乗船した時は、自分の職場を海から眺めると不思議な気持ちになりました」と話す。

門脇 真哉さん
株式会社バンテック
港運事業本部港運事業部 海上輸送課長

バンテックセントラル追浜営業所では納入代行に力を入れている。車に搭載されるカーナ
ビやスピーカーの検品・組み立てなどを、従業員が目や耳で実際に確かめながら丁寧に行
っている。

参考資料：「最新図解 船の科学 基本原理からSDGs時代の技術まで」（著:池田 良穂 講談社刊）

横須賀港追浜地区にある日産自動車専用埠頭
この敷地内にバンテック港運事業部海上輸送課の事業所がある

Chapter 2 ： 港と物流

る付加価値を加えることができるのが私たち
の強みです」と北川所長。工夫を凝らし、物
流の新しい可能性を広げている。

納
入
代
行
で

付
加
価
値
を
高
め
る
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横
須
賀
港
の
魅
力
や
現
状
に
つ
い
て
、

横
須
賀
市
役
所
港
湾
企
画
課
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
担
当
の
岩
本
英
記
さ
ん
と
森

本
麻
衣
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

「
横
須
賀
港
は
、
自
動
車
工
場
や
造
船

所
が
あ
る
地
区
や
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
あ

る
地
区
な
ど
、
地
区
ご
と
に
様
々
な
特

色
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
漁
港
も
あ
り
、

東
京
湾
に
あ
り
な
が
ら
自
然
海
岸
を
有

し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
」
と
森
本
さ

ん
。
観
光
な
ら
新
港
地
区
に
あ
る
「
よ

こ
す
か
ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
、
食

な
ど
を
楽
し
め
る
の
で
お
す
す
め
だ
と

い
う
。

　
「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
背
景
に
横
須

賀
港
の
利
用
促
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

中
心
市
街
地
に
隣
接
す
る
新
港
地
区
で

は
、
15
〜
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
新
た

な
埋
め
立
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
７
月
か
ら
は
横
須
賀
港

と
新
門
司
港
（
北
九
州
市
）
を
約
21
時

間
で
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー

が
新
規
就
航
し
た
。

利
用
状
況
は
好
調
だ

と
い
う
。「
一
度
乗
船

し
ま
し
た
が
、
船
内

に
露
天
風
呂
も
あ
り
、

快
適
な
船
旅
で
し

た
」
と
岩
本
さ
ん
。

横
須
賀
は
い
ろ
い
ろ

な
楽
し
み
方
が
あ
り

そ
う
だ
。

横
須
賀
―
新
門
司
航
路
が
就
航

な
楽
し
み
方
が
あ
り

と
新
門
司
港
（
北
九
州
市
）
を
約
21
時

間
で
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー

が
新
規
就
航
し
た
。

利
用
状
況
は
好
調
だ

と
い
う
。「
一
度
乗
船

し
ま
し
た
が
、
船
内

に
露
天
風
呂
も
あ
り
、

快
適
な
船
旅
で
し

た
」
と
岩
本
さ
ん
。

横
須
賀
は
い
ろ
い
ろ

な
楽
し
み
方
が
あ
り

猿
島

東
京
湾
唯
一
の
自
然
島

Chapter 3 ： 見どころと観光

三笠ターミナル（猿島航路乗り場） 横須賀市小川町27-16
運航時間／3月～10月9：30～17：00、11月～2月9：30～16：00
※気象・海象により欠航の場合あり
乗船料（往復）／中学生以上1500円、小学生750円 
猿島公園入園料／15歳以上（中学生を除く）500円、小・中学生250円

猿島

横
須
賀
美
術
館

海
と
緑
に
囲
ま
れ
た
絶
景
も﹁
作
品
﹂

横須賀に来たら
ぜひ食べてみよう！

　

横
須
賀
沖
へ
約
１
・
７
キ
ロ
、
三
笠

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
船
に
乗
り
約
10
分
で

行
け
る
の
が
猿
島
だ
。
東
京
湾
唯
一
の

自
然
島
で
、
南
北
の
長
さ
約
４
５
０

メ
ー
ト
ル
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
島
だ
。

古
代
に
は
人
が
住
ん
で
い
た
形
跡
が
あ

る
が
、
中
世
以
降
は
祭
礼
の
時
だ
け
、

人
が
上
陸
し
て
い
た
。

　

明
治
期
以
降
は
軍
の
管
轄
と
な
り
、

砲
台
が
置
か
れ
る
な
ど
要
塞
と
し
て
整

　

観
音
崎
公
園
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
目
の
前
は
東
京
湾
と
い
う
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
る
横
須
賀
美
術
館
。「
地
形

を
利
用
し
、
景
観
と
建
物
を
一
体
化
さ

せ
た
い
」
と
い
う
思
い
で
設
計
さ
れ
、

そ
の
建
物
は
低
層
で
、
地
中
に
埋
め
ら

れ
た
部
分
も
多
く
、
海
側
か
ら
見
る
と

見
事
に
山
の
光
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　

館
内
は
明
る
く
、
吹
き
抜
け
も
多
い

た
め
開
放
的
で
親
子
連
れ
で
も
ゆ
っ
た

備
さ
れ
た
。
現
在
も
そ
の
遺
構
が
残
り
、

レ
ン
ガ
造
り
の
兵
舎
や
弾
薬
庫
跡
な
ど

が
見
学
で
き
る
。
建
設
時
期
に
よ
っ
て
、

「
フ
ラ
ン
ス
積
み
」「
イ
ギ
リ
ス
積
み
」
と

レ
ン
ガ
の
積
み
方
が
異
な
る
様
子
も
見

ら
れ
る
。
原
生
林
や
鳥
、
昆
虫
な
ど
の

自
然
も
楽
し
め
る
が
、
猿
島
の
名
称
は

日
蓮
聖
人
に
ま
つ
わ
る
伝
承
か
ら
つ
け

ら
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
猿
は
生
息
し

て
い
な
い
（
諸
説
あ
り
）。　
　

り
美
術
鑑
賞
を
楽
し
め
る
。「
み
ん
な
の

ア
ト
リ
エ
」
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

教
育
普
及
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

企
画
展
も
横
須
賀
を
代
表
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
「
ス
カ
ジ
ャ
ン
」
展

や
、
地
域
ゆ
か
り
の
「
運
慶
」
展
な
ど
、

毎
回
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
24
年
2

月
10
日
〜
4
月
7
日
は
「
日
本
の
巨
大

ロ
ボ
ッ
ト
群
像
」
展
を
開
催
。
周
辺
散

策
と
セ
ッ
ト
で
楽
し
め
る
美
術
館
だ
。

島内では東京湾沿岸の防衛のため、砲台など
が置かれていた時代の要塞遺構が見られる。
レンガ造りのトンネルもある。深く知りたい場合
は、現地で申し込める猿島探検ツアーがおす
すめだ。

明治期の日本海軍レシピ「海軍割烹術参考書」をもとに再
現された「よこすか海軍カレー」、米海軍横須賀基地から提
供されたレシピをもとに誕生した「ヨコスカネイビーバーガー」
は横須賀を代表するグルメ。いろいろな店で楽しめるので、
ぜひお試しを！

上左右／館内は吹き抜けを活かした
構造で、天井や側面には大小の丸
穴が開けられている。その丸穴から
は刻 と々変わる外の風景を見ること
もできる。中央下／館内はオリジナ
ルピクトグラム「よこすかくん」が分か
りやすく案内してくれる。

左／「新春の２月頃なら、芝生が広がる海の広場に咲く河津桜も見事ですよ」と館内外を案内してくれた横須賀美術館の
岡本 剛彦課長（左）と同・総務係の八島 裕子さん 右／美術館の屋上広場は外から自由にアプローチできる

横須賀美術館

お話を伺った横須賀市港湾企画課ポートセールス担
当主査・岩本 英記さん（右）と同担当・森本 麻衣さ
ん。お二人とも地元・横須賀市生まれだ。

神奈川県立観音崎公園から見る東京湾の浦賀水道
観音崎公園はかつて、軍の要塞にもなっていた

住所／横須賀市鴨居4-1　開館時間／10：00～18：00
休館日／毎月第1月曜（祝日の場合は開館）、12月29日～1月3日
観覧料（所蔵品展・谷内六郎館）
一般380円、高校・大学生、65歳以上280円、中学生以下無料
※企画展は別途観覧料が必要　

自
動
車
工
場
・
漁
港
・
自
然
海
岸

多
様
な
顔
を
持
つ
横
須
賀
港

13地区の港からなる横須賀港（地図：横須賀市提供）

上／スカジャンなどの土産
物店やヨコスカグルメの飲
食店が並ぶ「ドブ板通り」 
右下／「観音埼灯台」は
中に入り、上ることもでき
る。東京湾と対岸の房総
半島を一望できる（参観寄
付金・中学生以上300円）
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材料
●豚ひき肉100g

●白身の魚（刺身の切れ端など）100g

●人参（皮や切れ端など）80g

●きのこの石づき（エリンギ・椎茸・えのきなど）50g

●玉ねぎ 1/2個　●ローリエ 1枚

●オリーブオイル 大さじ１　●バター 10g

●調味料

刺
身
の
残
り
や
切
れ
端
、
鍋
な

ど
を
し
た
あ
と
残
っ
て
し
ま
っ

た
食
材
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て
ひ
き
肉

と
一
緒
に
ト
マ
ト
味
で
煮
込
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
隠
し
味
に
味
噌
や
だ
し
の

素
、
飲
み
残
し
の
赤
ワ
イ
ン
を
プ
ラ
ス

す
れ
ば
魚
や
野
菜
か
ら
は
旨
み
、
き
の

こ
か
ら
は
コ
ク
が
出
る
の
で
、
短
時
間

で
驚
く
ほ
ど
コ
ク
深
い
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

に
仕
上
が
り
ま
す
。
き
の
こ
類
・
人

参
・
ご
ぼ
う
は
特
に
い
い
味
が
出
ま
す
。

皮
も
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

　

１
回
の
料
理
の
切
れ
端
で
は
足
り
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
料
理
の
た
び
に

捨
て
ず
に
た
め
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ

う
。
野
菜
は
生
の
ま
ま
冷
凍
可
能
な
の

で
、
み
じ
ん
切
り
に
し
て
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
押
さ
え
て
余
計
な
水
分
を

取
っ
て
か
ら
保
存
し
て
お
く
と
、
凍
っ

た
ま
ま
鍋
に
入
れ
て
調
理
で
き
る
の
で

と
て
も
便
利
で
す
。
３
週
間
を
目
安
に

使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

和
風
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ

エコレシピ

刺身・人参などの切れ端
きのこの石づき

3vol.

作り方
❶魚・人参・きのこの石づき・玉ねぎをみじん切りにする

❷フライパンにオリーブオイルとバターを入れて

　火にかけ、豚ひき肉と①を炒める

❸ひき肉の色が茶色になったらトマトジュース、塩、

　胡椒以外の調味料をすべて加えて

　中火でよく混ぜ合わせる

❹トマトジュースとローリエを加え、

　一煮立ちさせたら味をみて塩・胡椒で味を調える

今回の再利用食材は…

ロジスティードグループ保養所
サン・アンド・サン荘 伊豆高原

料理人が教える

お

魚
の
切
れ
端
や
飾
り
切
り
を
し
た
人
参
の
切
れ
端

き
の
こ
の
石
づ
き
な
ど
が
中
途
半
端
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

旨
み
た
っ
ぷ
り
の
出
汁
が
出
る
の
で

ひ
き
肉
と
一
緒
に
ト
マ
ト
味
で
軽
く
煮
込
む
だ
け
で
簡
単
に

和
洋
折
衷
、親
し
み
や
す
い
味
の
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す

トマトジュース180cc／ケチャップ60g／コンソメ顆粒小さじ1/2／
赤ワイン大さじ１／塩・胡椒適宜／味噌20g／和風だしの素５g

油揚げの上にボロネーゼを広げ、とろけるチーズを
トッピングしてオーブンで焼き、ピザ風にアレンジす
るのもおすすめです。おやつやお酒のつまみにと子ど
もから大人まで喜ばれること請け合いです。
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臼
井 

ミ
ト
ン
さ
ん

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

情
景
が

浮
か
ぶ
よ
う
な

語
り
口
で

ラ
ジ
オ
番
組
を

進
行
す
る

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
で
毎
週
金
曜
、午
前
８
時
半

か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
５
時
間
半
、生
放
送

さ
れ
る「
金
曜
ボ
イ
ス
ロ
グ
」
。こ
の
番
組

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
の
が
臼
井 

ミ
ト
ン
さ
ん
だ
。本
業
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
。ア
メ
リ
カ
で
音
楽
活
動
を
し
て

き
た
経
歴
を
持
ち
、音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も

こ
な
す
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
だ
。そ
の
語
り
口

は
穏
や
か
で
、聞
き
取
り
や
す
く
、選
ば
れ

た
言
葉
か
ら
情
景
も
浮
か
ん
で
く
る
。臼

井
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
音
楽
人

生
を
歩
ん
で
き
た
の
か
、ま
た
そ
れ
を
番
組

で
ど
う
活
か
し
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
。

「
わ
だ
ち
」は
漢
字
で
書
く
と「
和
達
」と
あ
て
て
い
ま
す

こ
の「
達
」に
ち
な
ん
で
各
分
野
の
達
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
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YouTube

で
「
金
曜
ボ
イ
ス
ロ
グ
」
と

チ
ャ
ン
ネ
ル
検
索
す
れ
ば
、「
音
楽
コ
ラ

ム
」
と
題
さ
れ
た
動
画
が
ず
ら
り
と
並

ぶ
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
あ

り
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
臼
井 

ミ
ト
ン
さ
ん
が
、
相
方
や
ゲ
ス
ト
と

い
っ
し
ょ
に
音
楽
に
関
す
る
話
題
を
15

分
程
度
で
語
る
動
画
だ
。

　

扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
は
と
て
つ
も
な
く

幅
広
い
。「
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
作
っ
た

曲
の
著
作
権
は
誰
の
も
の
？
」
と
い
っ

た
今
ど
き
の
も
の
、「JA

ZZ

の
、
あ
の
リ

ズ
ム
は
ど
こ
で
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
」

な
ど
音
楽
の
本
質
に
迫
る
も
の
、
さ
ら

に
「
薬
師
丸
ひ
ろ
子
の
凄
さ
は
『
エ
ゴ
』

の
無
さ
？
」
と
誰
も
が
知
る
よ
う
な
歌

手
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
音
楽
的
背
景

を
深
掘
り
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
。

　

こ
れ
は
毎
週
金
曜
の
午
前
8
時
半
か

ら
午
後
2
時
ま
で
の
5
時
間
半
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
ラ
ジ
オ
で
生
放
送
さ
れ
て
い
る
「
金

曜
ボ
イ
ス
ロ
グ
」
の
中
の
「
音
楽
コ
ラ

ム
」
コ
ー
ナ
ー
を
切
り
取
り
、
動
画
と

し
て
ア
ッ
プ
し
て
い
る
も
の
だ
。
臼
井

さ
ん
は
こ
の
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

で
あ
り
、
音
楽
コ
ラ
ム
に
関
し
て
は
毎

週
、
約
４
０
０
０
文
字
の
台
本
原
稿
を

自
ら
が
書
い
て
い
る
。

　

臼
井
さ
ん
は
母
親
が
ピ
ア
ノ
教
師

だ
っ
た
影
響
も
あ
り
、
幼
少
期
か
ら

チ
ェ
ロ
を
学
ん
だ
。
ま
た
中
学
・
高
校

時
代
は
バ
ン
ド
活
動
に
勤
し
み
、
高
校

卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
あ

る
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
に
入
学
。
た
だ
、

音
楽
院
は
す
ぐ
に
退
学
し
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
移
り
住
ん
で
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し

て
プ
ロ
活
動
を
行
う
な
ど
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
に
帰
国
し
、
今
度
は

２
０
１
０
年
頃
か
ら
宅
録
機
材
を
持
ち
、

ア
メ
リ
カ
各
地
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
的

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
自
宅
を
訪
問
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
マ
ッ
ス
ル
・

シ
ョ
ー
ル
ズ
な
ど
音
楽
の
聖
地
を
め
ぐ

り
、
ウ
ィ
ル
・
リ
ー
、
ジ
ム
・
ケ
ル
ト

ナ
ー
ら
、
１
９
６
０
年
代
、
70
年
代
頃

に
活
躍
し
た
伝
説
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
家
へ
行
っ
て
、
一
緒
に
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
臼
井
さ
ん
は
話
す
。

　

彼
ら
と
の
ア
ポ
は
日
本
に
公
演
に
き

た
際
、
フ
ァ
ン
と
し
て
会
い
に
行
き
、

伝
説
的
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の

宅
録
セ
ッ
シ
ョ
ン

うすい みとん●1984年、東京都生まれ。シンガーソングライター、音楽プロデューサー、ラジオパーソナリティ。高校卒業後、アメリ
カのバークリー音楽院に入学して即中退、ロサンゼルスに移住してプロ活動をするなど異色の経歴を持つ。「旅する宅録アーティス
ト」としてアメリカの伝説的なミュージシャンの自宅を訪ね歩き、セッションを重ねて3枚のアルバムをリリースした。2020年10月から
TBSラジオ（FM90.5＋AM954）「金曜ボイスログ」のパーソナリティーに就任。放送は毎週金曜8：30〜14：00。

音
源
を
渡
し
な
が
ら
「
今
度
、
自
宅
へ

行
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
み
、
Ｏ
Ｋ

を
も
ら
っ
た
と
い
う
。

「
音
楽
業
界
的
に
は
無
茶
な
や
り
方
で

す
が
、
彼
ら
も
高
齢
で
、
今
頼
ま
な
い

と
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
実
際
に
訪
ね
る
と
『
本
当

に
き
た
の
か
』
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、

快
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
」。
そ
れ
は
臼

井
さ
ん
に
と
っ
て
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
な

経
験
、
演
奏
と
な
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
バ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
や

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
っ
て
い
た
臼

井
さ
ん
が
「
金
曜
ボ
イ
ス
ロ
グ
」
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
就
い
た
の
は
２
０

２
０
年
10
月
。
ス
タ
ー
ト
時
は
4
時
間

半
の
番
組
だ
っ
た
が
、
23
年
10
月
か
ら

5
時
間
半
の
番
組
と
な
っ
た
。

「
縁
あ
っ
て
声
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、

自
分
が
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

務
め
る
な
ん
て
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
秋
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で

次
の
春
く
ら
い
ま
で
の
つ
な
ぎ
か
な
と
、

そ
の
時
は
す
ぐ
に
終
わ
る
覚
悟
で
い
ま

し
た
」
と
臼
井
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

番
組
は
「
音
楽
」
だ
け
が
テ
ー
マ
で

は
な
く
、
車
で
も
カ
メ
ラ
で
も
、
リ
ス

ナ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
愛
す
る
コ
ト
や
モ
ノ

を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
臼
井
さ
ん
の
語
り
口
は
穏
や

か
で
、
は
っ
き
り
と
聞
き
や
す
く
、
そ

の
背
景
に
あ
る
も
の
ま
で
説
明
し
よ
う

と
し
て
く
れ
る
。
情
景
ま
で
浮
か
ぶ
よ

う
な
語
り
口
だ
。

「
も
し
、
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
が
そ
の

よ
う
に
受
け
取
っ
て
く
れ
て
い
る
な
ら

う
れ
し
い
で
す
。
昔
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
音
楽
の
活
動
を
し
て
い

た
時
、（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
）
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
テ
イ
ラ
ー
の
ラ
イ
ブ

に
行
っ
て
感
銘
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
の

歌
声
は
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
で
な
く
て
も
ク
リ
ア
に

聞
き
取
れ
、
ま
さ
に
情
景

も
浮
か
ぶ
よ
う
な
歌
だ
っ

た
の
で
す
。
高
度
な
技
術

に
支
え
ら
れ
た
、
シ

ン
プ
ル
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
の
あ
る
音
楽
。

そ
れ
は
僕
が
理
想
と

す
る
音
楽
で
も
あ
っ

て
、
せ
っ
か
く
ラ
ジ

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
や
ら
せ
て
も

ら
え
る
な
ら
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
番

組
で
や
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
」
と
臼
井
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

さ
ら
に
「
語
り
」
と
い
う
こ
と
で
は

中
学
・
高
校
時
代
の
地
理
の
先
生
に
も

影
響
を
受
け
た
と
い
う
。「
そ
の
先
生
は

春
休
み
や
夏
休
み
に
中
南
米
や
東
欧
な

ど
、
世
界
を
一
人
で
放
浪
し
て
く
る
の

で
す
が
、
そ
の
体
験
を
次
の
学
期
の
授

業
す
べ
て
を
使
っ
て
話
し
て
く
れ
る
の

で
す
。
本
当
に
お
も
し
ろ
い
で
す
が
、

実
は
そ
の
話
の
中
に
指
導
要
綱
的
に
授

業
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
先
生
も
僕
の
憧
れ
で
、

お
手
本
に
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
番
組
内
に
は
「
物
流
業
界
を

盛
り
上
げ
よ
う
！
」
と
、
物
流
に
関
わ

る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
物
流

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る

「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
カ
フ
ェ
」
が
あ
る
。

「
僕
の
場
合
、
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
で
全
国

「金曜ボイスログ」は東京・赤坂にあるTBSラジオの
第6スタジオから放送される。生放送だけに時間の進
行はシビア。そのため「音楽コラム」は時間通りにき
っちり話せるよう、事前に原稿をしっかり書くという。

を
ま
わ
る
時
は
楽
器
や
機
材
を
バ
ン
に

積
み
、
高
速
道
路
を
使
っ
て
移
動
し
ま

す
。
ラ
イ
ブ
が
終
わ
り
、
次
の
街
へ
向

か
っ
て
夜
中
に
走
っ
て
い
る
時
な
ど
、

同
じ
よ
う
に
全
国
を
移
動
す
る
ト
ラ
ッ

ク
が
い
て
、物
流
に
関
わ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
み
な
さ
ん
に
は
以
前
か
ら
親
近
感
を

持
っ
て
い
ま
し
た
」
と
臼
井
さ
ん
。

「
だ
か
ら
、
物
流
を
テ
ー
マ
に
し
た

コ
ー
ナ
ー
が
番
組
内
に
あ
る
と
聞
い
た

時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
高
速
道
路

上
で
は
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
物
流
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
間
に
垣
根
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
て
い
た
の

で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
そ
の
垣
根
を
な

く
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
す
る
方
の
お
話
を
聞
け
た
り
、

僕
自
身
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

臼
井
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
気
づ

き
や
発
見
を
、
番
組
を
と
お
し
て
リ
ス

ナ
ー
に
届
け
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

リスナーに分かりやすく伝えるため、時には楽器の電子
キーボードを持ち込み、メロディを奏でながら音楽的背
景を説明することもある。

地
理
の
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

物
流
と
音
楽
家
の
間
に
あ
る
接
点
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ジ ョ ナ サ ン デ ィ ク

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部
は

ど
ん
な
チ
ー
ム
で
す
か
？

「強くしてくれると約束してもらい、
  日本行きを決めました」

17歳の時に来日し、ロジスティード陸上部には創部から12年在籍している
ケニア人ランナーのジョナサン ディク選手。3000メートル障害などで結果を残してきた選手です。
日本での選手生活について尋ねてみました。

強
い
選
手
が
揃
っ
て
い
て
、
い
い
チ
ー

ム
で
す
。
私
も
そ
の
一
員
な
の
で
、
ま

ず
は
チ
ー
ム
レ
コ
ー
ド
の
更
新
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
こ
れ
ま

で
や
っ
て
い
な
か
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
や
、

ほ
か
の
種
目
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ロジスティード陸上部
選手たちの

vol  

Jonathan Ndiku

ONとOFF
3

生
ま
れ
育
っ
た
場
所
は
？来

日
前
の

日
本
の
印
象
は
？ 陸

上
を

始
め
た
の
は
い
つ
？

ケ
ニ
ア
の
マ
チ
ャ
コ
ス
県
に
あ
る
シ
ュ

ン
ブ
ニ
と
い
う
田
舎
町
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
マ
チ
ャ
コ
ス
は
、
ケ
ニ
ア
の

首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
約
60
キ
ロ
離
れ
た

場
所
に
あ
る
中
核
都
市
で
す
。

高
校
の
授
業
で
日
本
の
農
業
や
漁
業
、

文
化
に
つ
い
て
習
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
で
少
し
は
日
本
の
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
し
た
。

陸
上
を
始
め
た
の
は
10
歳
の
頃
で
す
。

最
初
は
速
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

高
校
の
頃
か
ら
国
際
的
な
大
会
で
結
果

が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

ユ
ー
ス
選
手
権
で
も
入
賞
し
、
日
立
電

線
マ
ラ
ソ
ン
部
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、

２
０
０
８
年
に
渡
日
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
２
年
か
ら

日
立
物
流
陸
上
部
（
現
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー

ド
陸
上
部
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

得
意
と
す
る

種
目
は
？

ユ
ー
ス
の
頃
は
競
技
自
体
が
２
０
０
０

メ
ー
ト
ル
障
害
だ
っ
た
の
で
そ
れ
が
メ

イ
ン
種
目
で
、
そ
の
後
、
高
校
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
は
３
０
０
０
メ
ー
ト

ル
障
害※

が
得
意
種
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
は
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
や
１
０
０
０

０
メ
ー
ト
ル
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

※
３
０
０
０
ｍ
を
走
る
間
に
28
個
の
障
害
・７
個
の
水
濠
を

飛
び
越
え
て
タ
イ
ム
を
競
う
競
技

日
本
に
来
る
こ
と
に

不
安
は
？

ケ
ニ
ア
人
の
先
輩
ラ
ン
ナ
ー
の
マ
ヤ
カ

さ
ん
か
ら
日
本
の
こ
と
は
聞
い
て
い
ま

し
た
し
、（
日
立
電
線
マ
ラ
ソ
ン
部
の
）

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
私
に
合
わ
せ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
く

れ
て
、「
強
い
選
手
に
育
て
る
」
と
約
束

し
て
く
れ
た
の
で
、
不
安
は
な
か
っ
た

で
す
。

日
課
を

教
え
て
く
だ
さ
い

朝
5
時
半
頃
に
起
床
し
、
Ｊ
ｏ
ｇ
を
し

ま
す
。
午
前
中
は
室
内
で
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
、
そ
の
後
近
く
の
ジ
ム
に
行
っ
て

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。
午
後

は
松
戸
市
内
の
運
動
公
園
に
あ
る
陸
上

競
技
場
へ
行
き
、
15
〜
18
キ
ロ
走
っ
て

い
ま
す
。
午
前
か
ら
競
技
場
へ
行
き
、

ト
ラ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

応
援
は
力
に

な
り
ま
す
か
？

会
社
の
従
業
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
応
援

さ
れ
る
と
本
当
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、

よ
り
が
ん
ば
れ
ま
す
。
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日
本
で

旅
行
に
行
っ
た
り

し
ま
す
か
？

遠
征
や
合
宿
で
出
掛
け
ま
す
が
、
練
習

で
忙
し
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
旅
行

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
ま
に
東
京
方
面

へ
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
受
け
る
た
め
で
す
。
上
野
動
物

園
や
秋
葉
原
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
は
興
味
が
あ
り
、
行
っ
て
み
た
い

で
す
ね
。

日
々
、心
掛
け
て

い
る
こ
と
は
？

こ
れ
か
ら
の

目
標
は
？

規
則
正
し
い
生
活
と
食
べ
物
が
内
面
の

強
さ
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
目
標
を

決
め
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
、
そ
れ
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
２
０
１
９
年
か
ら

飲
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
体
に
良
く
な

い
か
ら
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
夢
で
す
が
、
日
本
で
得
た
こ
と

を
糧
に
、
ケ
ニ
ア
で
陸
上
競
技
の
若
い

才
能
の
発
掘
と
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
私
と
同
じ
よ
う
に
日
本
へ

行
く
選
手
が
い
れ
ば
、
日
本
で
の
競
技

人
生
を
伝
え
て
、
安
心
し
て
も
ら
っ
た

り
、
後
押
し
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

ジョナサン ディク●1991年、ケニア生まれ。10歳の頃から陸上を始め、2008年ポーランド
で開催された世界ジュニア選手権3000メートル障害で優勝。同年に来日し、日立電線マラ
ソン部に入部。2012年からロジスティード陸上部（当時は日立物流陸上部）に所属。2018
年〜21年、全日本実業団対抗陸上競技選手権大会・3000メートル障害で4年連続優勝。

写真中程の皿の白い塊がケニアで日常的に食べられて
いるウガリ

ケ
ニ
ア
に
は

い
つ
帰
国
し
て

い
る
の
で
す
か
？

毎
年
、
1
月
と
6
月
ご
ろ
に
ケ
ニ
ア
へ

帰
国
し
て
い
ま
す
。
ケ
ニ
ア
に
は
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
日
本
の
よ
う
な
便
利
な
お
店

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
と
過
ご
す
時

間
が
や
は
り
一
番
で
す
。

日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
が
好
き
で
す

具
は
煮
玉
子
の
お
に
ぎ
り
が
好
き
で
す

ふ
だ
ん
の
食
生
活
は
？

自
分
で
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
ケ
ニ
ア
人
の
主
食
で
あ
る
ウ
ガ

リ
（
甘
く
な
い
白
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

粉
を
お
湯
で
練
っ
て
つ
く
る
食
べ
物
）

を
つ
く
っ
て
、
野
菜
や
牛
乳
と
一
緒
に

食
べ
ま
す
。
味
付
け
は
シ
ン
プ
ル
に
塩

味
で
す
。
ウ
ガ
リ
を
作
る
粉
は
日
本
で

買
え
な
い
の
で
、
そ
れ
が
不
便
で
す
ね
。

ケ
ニ
ア
に
帰
国
し
た
時
に
買
っ
て
持
っ

て
き
て
い
ま
す
。

外
食
で
は

何
を
食
べ
ま
す
か
？

外
食
で
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
ハ
ン
バ
ー
グ

と
ラ
イ
ス
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

和
食
は
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
の
で
す
が
、

焼
き
肉
は
好
き
で
す
ね
。
牛
丼
も
レ
ー

ス
の
後
な
ど
に
食
べ
ま
す
。
消
化
の
良

さ
が
ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
す
。

趣
味
は
？

日
本
で
よ
く
行
く

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

ケ
ニ
ア
に
い
た
頃
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
が

好
き
で
し
た
。
た
だ
、
ケ
ガ
が
怖
い
の

で
観
る
だ
け
で
、
自
分
で
は
サ
ッ
カ
ー

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
プ
ロ
野

球
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
観
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
。

コ
ン
ビ
ニ
で
す
ね
。
毎
日
行
っ
て
い
ま

す
。
牛
乳
や
水
、
お
に
ぎ
り
を
買
い
ま

す
。
お
に
ぎ
り
の
具
で
は
、
煮
卵
が
ト

ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
が
好
き
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
の
糖
分
補
給
の
た
め

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
買
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

オ
フ
の
日
は

ど
う
過
ご
し
て

い
ま
す
か
？

部
屋
で
本
を
読
ん
だ
り
、
映
画
を
観
た

り
し
て
い
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

ケ
ニ
ア
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
動
画
も
よ
く
観
て
い
ま
す
。
自

国
の
文
化
に
興
味
が
あ
っ
て
、
も
っ
と

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
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第38回
全国フォークリフト運転競技大会

「一般の部」優勝・5位入賞

第55回 
全国トラックドライバー・コンテスト

「4トン部門」「トレーラ部門」入賞

SSCV-Safetyが
「グッドデザイン賞2023」受賞

東北・みやぎ復興マラソンで
「かけっこ教室」開催

千葉ジェッツふなばし
ロジスティード冠試合開催 松戸市民招待

アジアパラ競技大会銅メダル獲得

ロジスティードプレゼンツ
車いすラグビー体験会開催 「統合報告書2023」発行

　9月30日・10月1日に「第38回全国フォークリフト運転競技大会」
（主催:陸上貨物運送事業労働災害防止協会）が、中部トラック総合

研修センター（愛知県みよし市）で行われました。8名の選手が参加
し、ロジスティードグループのフォークリフトオペレーターが「一般の
部」で3年連続優勝、5位に入賞しました。ロジス
ティード西日本㈱の中野 裕貴選手（山口県）が優勝し
厚生労働大臣賞を受賞、5位にはロジスティード東日
本㈱の鈴木 裕也選手が入賞しました。

　10月21日・22日に「第55回 全国トラックドライバー・コンテスト」（主催: 
公益社団法人全日本トラック協会）が自動車安全運転センター安全運
転中央研修所（茨城県ひたちなか市）にて開催されました。8名の選手
が各部門（4トン部門:3名、トレーラ部門:5名）に参加し、4トン部門では
2位・3位に入賞、トレーラ部門では3位・5位に入賞しました。また、ト
レーラ部門に出場した㈱バンテックイーストの本多 健二
選手（群馬県）が、出場した50歳以上の選手のうち、総
合得点が最も高い選手に贈られる「全日本トラック協会
長特別賞」を受賞しました。

　安全運行管理ソリューション「SSCV-Safety」がグッドデザイン賞を
受賞しました。グッドデザイン賞は、かたちのあるなしにかかわらず、
人が何らかの理想や目的を果たすために築いたものごとをデザインと
とらえ、その質を評価・顕彰しています。今年度は5,447件の募集に対
し、二次にわたる厳正な審査の結果、1,548件が受賞しSSCV-Safety
もその中の一つとして入賞することができました。今後
もSSCV-Safetyは「すべての運ぶに安全を」をスローガ
ンに、事故ゼロ社会の実現をめざしサービスの改善・
改良に努めます。

　11月5日、協賛している東北・みやぎ復興マラソンでロジスティード陸上
部の選手が走る楽しさを伝えることにより、大会を盛り上げたいという想
いから「かけっこ教室」を開催しました。当日は陸上部選手3名が「２㎞親
子ペアラン」「２㎞キッズラン」にエントリーした子どもや
その保護者約60名に対し、ウォーミングアップと速く走
るために必要な準備とコツについて手本を見せながらレ
クチャーしました。

　男子プロバスケットボールリーグ（Bリーグ）に所属する「千葉
ジェッツふなばし」のホームゲームにおいて、11月11日・12日の両日の
試合に松戸市民1,000名（各日500名）を招待し、特製応援メガホン
を配付しました。12日の試合はロジスティードPresentsの冠試合とし
て行い、ハーフタイムイベントでは松戸市の子どもたちによるシュー
ト対決を実施しました。

　10月25日、杭州（中華人民共和国）にて開催さ
れたアジアパラ競技大会の水泳100ｍ平泳ぎに、
ロジスティード東日本㈱の佐藤 悠人選手が出場
し銅メダルを獲得しました。6月にヴィシー（フラン
ス）で開催したグローバルゲームズ（3位：銅メダル
獲得）に引き続き、2023年に開催された国際大
会で2つ目の銅メダル獲得となります。これらの大会結果により2024
年開催のパリパラリンピック日本代表の有力候補となっています。

11月26日、２０２０年東京パラリンピック銅メダリスト・池崎 大輔選手
と島川 慎一選手をお招きして、TBSの喜入 友浩アナウンサー司会
のもと、子ども達を対象とした「車いすラグビー体験会」を松戸研
修所・物流技能開発セ
ンター（千葉県松戸市）
にて開催しました。

9月29日、統合報告書2023（日本語・英語）を発
行しました。ロジスティードグループの価値創造ス
トーリー・プロセス、持続的な企業価値向上に向け
た取り組みを紹介しています。

「国際物流総合展2023 
第3回INNOVATION EXPO」

共同出展
　9月13日から15日まで、「国際物流総合展2023 第3回 INNOVATION 
EXPO」が東京ビッグサイト（東京都江東区）で開催され、ロジスティード
㈱とロジスティードソリューションズ㈱が共同出展しまし
た。「ＤＸ × エンジニアリング × 現場力でサステナブルな
グローバルサプライチェーンを。」をテーマに掲げ、お客
さまの課題解決に役立つソリューションを紹介しました。

横須賀はとても魅力的な街です。hide MUSEUMがあった頃から何度も訪
れていますが、観光船・軍港・グルメ・三笠公園・猿島など歴史も、自然も楽
しめます。天気のいい休日に行き交う船と海、対岸の房総半島をのんびり
眺め、金谷行きの船に乗ってみるのもいいかもしれません。（谷野）

コーナー提供をしているTBSラジオ「金曜ボイスログ」内の「LOGISTEED 
CAFÉ」で、各県の魅力ある特色を紹介する月イチ企画「47都道府県推しス
ポット」を放送しています。さて、自分は幾つの県に足を運んだだろうか・・？
今年は国内にスポットを当てて各地を巡ってみようかと思案中です。（金田）

編 集 後 記

ロジスティードグループの「現在」をお届けします

「第30回 キネコ国際映画祭」協賛
　11月１日から６日まで、「第30回 キネコ国際映画祭」（主催：一般社団
法人キネコ・フィルム）が東京・二子玉川一帯で開催され、EVENT　
PARTNERSとして協賛し、親子で楽しく学ぶイベント「キネコののりもの
体験！FUN AND SAFETY」を実施しました。ロジスティードが日本代表選
手の派遣を支援した世界選手権「AASBD（オールアメリカンソープボッ
クスダービー）」で出走した「LOGISTEEDニッポン号」も用意されソープ
ボックスダービーの体験、㈱バンテック・㈱バンテックセ
ントラル・常盤海運㈱は、実際に親子にトラックの運転
席に座ってもらい、トラックからの死角体験・安全教育を
実施しました。

ロジスティードグループ
国内連結子会社の合併

SSCV®-Smart協創による
新サービス提供

2024年問題に向けた課題解決へ

ロジスティクスデータ活用コンテスト
「大和ハウス工業 スマート

ロジスティクス オープンデータ
チャレンジ」入賞作品決定

　10月1日、ロジスティードは連結子会社であるロジスティード東日
本㈱を存続会社とし、ロジスティード首都圏㈱・ロジ
スティード南関東㈱・ロジスティード関東㈱を消滅会
社とする吸収合併を実施しました。

　10月から業務効率化とコンプライアンス強化をサ
ポートする輸 送 業 務 支 援ソリューション「 SSC V-
Smart」は、ジオテクノロジーズ㈱との協創による新
サービスの提供を開始しました。

　11月1日、大和ハウス工業㈱・ロジスティード㈱・YRPユビキタス・ネッ
トワーキング研究所の3社は、ロジスティクスデータ活用コンテスト
「大和ハウス工業 スマートロジスティクス オープン
データチャレンジ」の表彰式を羽田イノベーションシ
ティ（東京都大田区）にて開催し、入賞作品を発表し
ました。 全日本トラック協会長特別賞

2位

3位

3位

5位

トレーラ部門出場

横井 宏彰選手  ロジスティード西日本㈱

高野澤 明良選手  ロジスティード東日本㈱

福田 崇選手  ㈱パンテック九州

荒井 有一選手  常盤海運㈱

本多 健二選手  ㈱パンテックイースト

商 号

所 在 地

代 表 者
事 業 内 容

資 本 金
決 算 期

株 主 構 成 

ロジスティード東日本株式会社 
東京都台東区
上野一丁目19番10号 
西川 和宏
国内物流事業

●合併後の状況

1億円
3月

ロジスティード株式会社
100%

4トン部門

トレーラ部門

Topics

1819




